
時間

社会性

①これまで何をしてきたか

現在

④「③を実現するために、なぜその大学を志望するのか」
⑤「①～④が一貫しているか（矛盾していないか）」

②大学4年間で何をしたいか

大学卒業

特集  みんなで考える！ 志願者減時代の学生募集

異
な
る
【
P.
9
図
表
３
】。
進
学
校
で

は
「
高
２
・
冬
」
が
多
い
が
、
進
路
が

多
様
な
高
校
で
は
高
３
・
６
月
以
降
に

始
め
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
全
体
的
に
後

ろ
倒
し
に
な
っ
て
い
る
。「
お
尻
に
火

が
つ
か
な
い
と
や
ら
な
い
生
徒
が
多

い
」
と
の
教
員
の
声
も
あ
り
、
部
活
引

退
後
に
短
期
間
で
取
り
組
む
傾
向
が
見

ら
れ
る
。

　【
P.
9
図
表
４
】
は
教
員
の
指
導
の

観
点
を
聞
い
た
も
の
。「
志
望
校
に
対

す
る
理
解
度
」「
大
学
の
特
色
と
の
マ
ッ

チ
」
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。
特
に
多

様
校
の
場
合
、「
何
を
や
り
た
い
の
か
」

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
ま
ま
、
志
望

理
由
書
の
作
成
に
進
ん
で
し
ま
う
生
徒

が
多
く
、「
期
日
ま
で
に
完
成
さ
せ
な

く
て
は
い
け
な
い
」と
い
う
焦
り
か
ら
、

安
易
に
志
望
校
を
決
め
て
し
ま
う
生
徒

も
い
る
よ
う
だ
。
一
方
で
、
進
学
校
の

生
徒
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
学
研
究
が

不
足
し
、
狭
い
選
択
肢
の
中
か
ら
大
学

を
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
。

　【
P.
9
図
表
５
】
は
、
志
望
理
由
書

の
作
成
に
関
す
る
高
校
教
員
の
悩
み
を

ま
と
め
た
も
の
だ
。「
志
望
理
由
書
作

成
以
前
に
進
路
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の

が
も
て
な
い
」「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
活
動
が
な
い
」「
指
導

の
負
担
や
力
量
差
が
あ
る
」
な
ど
、
課

題
が
多
い
。
こ
れ
ら
へ
の
対
応
は
自
学

へ
の
志
望
度
の
高
い
学
生
募
集
の
ヒ
ン

ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
高
校
生
が
志
望
理
由
書
を
書
く
際
、

「
①
こ
れ
ま
で
何
を
し
て
き
た
か
」「
②

大
学
４
年
間
で
何
を
し
た
い
か
」「
③

社
会
に
出
て
か
ら
実
現
し
た
い
こ
と
は

何
か
」
を
整
理
す
る
こ
と
に
な
る
【
図

表
６
】。
志
望
理
由
を
自
分
の
言
葉
で

語
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
と
気
づ
き
の
場
が
必
要

だ
。
高
校
生
は
何
か
の
き
っ
か
け
が
あ

れ
ば
劇
的
に
変
わ
る
。
探
究
学
習
へ
の

協
力
な
ど
を
通
じ
て
、
高
校
生
が
変
わ

る
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
も
、
大
学

が
で
き
る
こ
と
の
一
つ
だ
ろ
う
。

　
高
校
生
が
志
望
理
由
書
を
つ
く
る
際

に
つ
ま
ず
き
が
ち
な
ポ
イ
ン
ト
と
、
志

望
理
由
づ
く
り
に
つ
な
が
る
大
学
の
広

報
に
つ
い
て
【
図
表
７
】
に
ま
と
め
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
と
し
て
は
、

例
え
ば
「
競
合
校
と
差
別
化
で
き
る
教

育
の
特
長
を
、
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で
発
信

す
る
」
新
潟
医
療
福
祉
大
学
の
取
り
組

み
や
（
P.
26
）、「
教
育
成
果
を
高
校

生
が
共
感
し
や
す
い
手
法
で
発
信
す

る
」
戸
板
女
子
短
期
大
学
の
取
り
組
み

が
（
P.
30
）、
そ
れ
ぞ
れ
参
考
に
な

る
だ
ろ
う
。

志
望
理
由
書
作
成
に
役
立
つ

学
生
募
集
の
工
夫
と
は

＊「進路達成プログラム受講者アンケート」
　2021年９月～2022年２月実施（n=606）

【図表6】志望理由書の構成要素

【図表7】ミスマッチを防ぎ、志望度の高い志望理由をつくる広報の５つの観点 

高校生のよくあるつまずき

【進路達成プログラム】に取り組んだ後で、次は進路検討に
ついて、こうしてみたいと思うことがありますか？（複数選択）

志望理由をつくる広報になっているかチェック

□ 志望校の特長が挙げられていない　

□ 志望校の特長として挙げられていることが
　 他大学でも通用する内容になっている　

□ 学習環境や制度などカリキュラム以外
　 の特長にしか触れられていない　

□ 実現したいことと志望校の特長が
　 結びついていない　

□ 志望校で自分がどのように学びたいか
　 具体的に述べられていない
　 （主体性が見られない）

【図表8】進路達成プログラム受講後の生徒の感想

志望理由書  学生募集

　近年、年内入試の拡大などから、高校における志望理由書指
導の必要性が増しています。一方で、担任や国語科教員など、一
部の教員に負担が集中したり、指導の質にばらつきが見られたり
するなどの問題も出てきました。そこで、進研アドでは2021年か
ら、高校生の志望理由書作成をサポートする「進路達成プログラ
ム」を全国の高校で無料で実施しています。
　今、進路指導の現場では、高校生が大学の雰囲気に触れる機
会が激減し、大学研究が滞っていることが課題になっています。し
かし、それ以上に問題なのは、進路選択を“自分ごと化”できない生
徒が少なくないこと。そのため、先輩の志望理由書を丸写ししたり、
教員が志望理由書に大きく手を加えたりするケースも見られます。
これでは書類上の形は整うかもしれませんが、面接時に自分の言
葉で志望理由を語れるようになるのは難しいでしょう。
　こうした状況をふまえ、本プログラムでは、最初に適性診断テス
トを受けてもらいます。特に卒業後の進路が多様な高校は「自分
には得意なことがない」と思い込んでいる生徒が多いため、客観
的に自分の“強み”を知ってもらうためのしかけです。それを基に志
向や強みと合う大学を複数提示し、大学案内などを調べて各大学
を比較検討する方法をレクチャー、その後オープンキャンパスに参
加し、大学を“体験する”ことを勧めています。自分の進路を自分ご
と化させ、なぜその大学が自分に合うのかを考え、最終的に志望
理由書を書くまでには多くの下準備が必要です。志望理由書の
作成も１回ではできず、繰り返し書く過程の中で、生徒は自分の進
路を歩み出し、志望校合格への意欲を高めていくのです。

　志望理由には、高校１・２年次でどんな経験をしたかが大きく影
響します。よって、大学が高校の志望理由書作成に協力する際
は、低学年時からの関わりがポイントです。その場合、例えば模擬

授業などは、大学生向けの授業のまま
では消化不良に終わってしまうので、高
１・2生向けの内容にアレンジする必要があります。
　大学が高校生に自学ならではの学びの特長や社会でどんな
キャリアが期待できるのかを伝わる形で広報したり、体験できる機
会を提供したり、高校生の相談に乗ったりすることは、生徒が自分
らしい進路選択をするために重要です。高校での経験と将来の希
望を記した志望理由書は、いわば高校生活の集大成。志望理由
が明確になると生徒は最後までがんばり続けることができ、大学も
入学者のミスマッチのリスクを低減できます。実際、本プログラム
受講後に行ったアンケートを見ると、生徒は進路に向けて前向き
になったことが見て取れます【図表8】。両者のメリットが大きい志
望理由書の作成に、大学もぜひ関わっていきませんか。

書き方よりもまず重要なのは自己理解

低学年時からの関わりが志望理由をつくる

志望理由書作成のプロセスが
志望校選択を“自分ごと化”していく

0 100 200 300

他の人がどのような目標や希望理由にしたか参考にしたい

目標の進路先の学生や活躍している人に質問してみたい

オープンキャンパスや説明会に参加してみたい

どうしたら進路先に合格できるか知りたい

高校の先輩が目標の進路先に合格しているか知りたい

（人）

□ 自学ならではの教育の特長（手法、内容、スペック、成果）について
　 整理されているか？　

□ 自学ならではの教育の特長がどのような教育成果（卒業後のキャリアや
　 在学生の能力伸長）に結びついているか、把握、整理しているか？　

□ 入学してほしいターゲット向けに教育の特長を絞り込み、
　 それが高校生にわかりやすいよう、ワンフレーズで発信できているか？　

□ 教育の特長を体感できる機会を提供しているか？
　 （高大接続事業、オープンキャンパスでの体験など）　

□ 教育の特長と教育成果について、高校生が共感、
 　納得しやすい手法で発信しているか？
　 （データだけでなく、在学生、卒業生をロールモデルとして見せる等）

③社会に出てから実現
　したいことは何か

志望理由書に必要な要素

◯ 学びたい内容・理由

◯ 志望のきっかけ

◯この大学を選んだ理由

◯ 将来の展望（社会との関わり）

具体的な学びたい内容とその理由

それまでの自分の考えや周囲の
行動を変えるような気づき、独自
性のある体験

どうしてもこの大学・学部・学科で
なければいけない理由

学んだことを社会でどう生かしたい
か、学びたいことと社会とのつながり

　
2
0
2
0
年
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
以
降
、
高
校

生
の
生
活
は
一
変
し
た
【
図
表
１
】。

臨
時
休
校
か
ら
始
ま
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
の
導
入
、
学
校
行
事
の
中
止
や
延

期
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
す
る
部
活
動

の
大
会
や
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
も
以
前
の

よ
う
に
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
オ
ン
ラ
イ
ン
が
ほ

と
ん
ど
で
、対
面
型
で
開
催
さ
れ
て
も
、

人
数
制
限
の
た
め
、
参
加
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
高
校
生
も
多
い
。
人
と
の
出

会
い
や
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
場

が
限
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
進
路
選
択
に

お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
特
に
現
高
３
生
は
、
高
１
か
ら
コ
ロ

ナ
下
で
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
高

校
教
員
か
ら
は
「
外
か
ら
刺
激
を
受
け

る
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
進
路
意

識
が
低
い
、
学
習
面
で
も
遅
れ
が
見
ら

れ
る
」
と
い
う
声
も
聞
く
。

　
こ
う
し
た
高
校
生
が
進
路
意
識
を
高

め
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
る
の
が
、

志
望
理
由
書
の
作
成
だ
。
近
年
、
年
内

入
試
だ
け
で
な
く
、
一
般
入
試
で
も
志

望
理
由
書
を
求
め
る
大
学
が
増
え
て
き

た
こ
と
か
ら
、
進
路
指
導
の
中
に
組
み

込
む
高
校
が
増
え
て
い
る
。
実
際
、
大

学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
約

６
割
が
高
校
時
代
に
志
望
理
由
書
を
書

い
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
中
の
約
９
割

が
「
受
験
に
役
立
っ
た
」
と
答
え
て
い

る
【
図
表
２
】。
具
体
的
に
は
「
志
望

校
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
た
」「
入
学

後
に
や
り
た
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ

た
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　
志
願
者
減
時
代
の
学
生
募
集
に
お
い

て
は
、
い
か
に
志
望
度
の
高
い
志
願
者

を
獲
得
し
、
歩
留
ま
り
を
高
め
る
か
が

重
要
に
な
る
。「
自
学
へ
の
志
望
度
の

高
い
志
願
者
＝
志
望
理
由
が
明
確
な
生

徒
」
と
捉
え
る
と
、
志
望
理
由
書
の
作

成
に
大
学
が
ど
れ
だ
け
関
与
で
き
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
実
際
、
高
校
で
は
ど
の
よ
う
に
志
望

理
由
書
の
作
成
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。
高
校
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基

に
、
そ
の
実
態
を
見
て
い
こ
う
。

　
ま
ず
、
作
成
が
ス
タ
ー
ト
す
る
時
期

だ
が
、
こ
れ
は
高
校
の
タ
イ
プ
に
よ
り

POINT
進
路
選
択
に
つ
い
て
も
高
大
接

続
で
取
り
組
み
を

＊高校、大学への取材を基にまとめ撮影／亀井宏昭

▲志望理由書作成授業の様子。取り寄せた大学案内や受験情報誌も使って大学比較も行う

伊藤 幸
（株）進研アド 進路支援部

いとうさち●首都圏の大学向け
に学生募集やブランディングの支
援に携わった後、2019年より全
国の高校の進路学習支援を行
う。

など
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